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　今回、我々は、80例という多数の急性サリン
中毒患者の治療を経験した。当救急医療センター
としてもサリン中毒の症例は初めての経験であり、
文献的考察とともに報告する。
　対象：平成7年3月20日のいわゆる「地下鉄
サリン事件」で、当院救急医療センターを受診し
た患者は、外来、入院を含めた全症例で80例、
うち入院症例は4例であった。当日に受診した患
者は59例、翌日以降に受診した患者が21例で
あった。患者の平均年齢は33．7才、男女比は
54：46であった。
　方法：治療は、中等症以上の症例において、硫
酸アトロピンおよびPAMの投与を行い、必要に
応じて気道確保および酸素の投与を行なった。全
症例でアセチルコリン・エステラーゼの測定を行
なった。症例をアセチルコリン・エステラv一一・ゼが
正常範囲内であった正常群と、アセチルコリン・
エステラーゼが低下していた低下群とに分けると、
正常群は70例、低下群は10例であった。正常
群は全例外来通院で経過観察可能であった。一方、
低下群の中には、入院症例の4例全例が含まれ、
また外来で経過観察を行なった症例が6例であっ
た。入院症例のうち、3例は受傷2日後に軽快退
院したが、1例は低酸素脳症による遷延性意識障
害の状態であり、現在も入院加療中である。
　考察：今回のサリン中毒事件は、複数の場所で
同時多発し、短時間に多数の重症患者が発生した
という特徴を持つ。今回の我々の経験でも、外来
に多数の患者が来院したが、トリアージを含めた
集団災害医療体制としては、平日の日中という事
もあり、当センターのみで対処可能であった。ま
た、外来における入院適応の判断には、臨床症状
による重症度判定に加えて、アセチルコリン・エ
ステラーゼ値の測定が有用であった。
　［目的］前立腺肥大症に対する温熱療法の
効果発現はα、一adorenoceptorの関与による
とする説がある。そこで加温（熱）による
α、一adorenoceptorの変化を測定し，作用機
序について検討することを目的とした。
　［方法］『H－Prazosinを用いたradioligand
binding法により，α1－adorenoceptorの定量
を行い，さらにScatchard　plotを用いた解
析によって最大結合受容体数（NBS）と親和恒
数（Kd）を算出した。組織はモルモットの精
管を用いた。両側精管の一方はtest群とし
て60分間の加温（43，50，55℃）をし，他方は
対照群として4℃以下に氷冷した。
　［結果及び考察］43℃の加温ではNBSは0．68
±O．10　pmol／mg　protein，　Kdazl［O．88±O．12
nMであり，対照群のNBSの0．65±0．06，　Kdの
0．89±O．14と比較し有意差を認めなかった。
一方50，55℃の加温ではNBSはO．58±0．19
pmol／mg　protein，　O．51±O．32　pmol／mg
proteinであり対照群の0．79±0．29，0．78
±O．35に比べ減少を認めた。また粗細胞膜
分画の蛋白量は対照群を100％としたとき
43，50，55℃ではそれぞれ90，72，61％と減少
した。
　43℃の加温．ではα1－adorenoceptorへの影
響はないが，50，55℃では受容体数の減少が
認められた。前立腺内部を約50℃以上に加
温する高温度療法ではα1－adorenoceptorへ
の影響が治療効果に関与しているものと考
えられた。
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